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野村新世界⾼⾦利通貨投信 
（毎月分配型） 

運用報告書(全体版) 
 
第178期（決算日2022年10月17日） 第179期（決算日2022年11月15日） 第180期（決算日2022年12月15日） 
第181期（決算日2023年１月16日） 第182期（決算日2023年２月15日） 第183期（決算日2023年３月15日） 
 

作成対象期間（2022年９月16日～2023年３月15日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
商 品 分 類 追加型投信／海外／債券 
信 託 期 間 2007年11月27日から2025年９月16日までです。 

運 用 方 針 

主として、円建ての外国投資信託であるグローバル・カレンシー・ファンド受益証券および円建ての国内籍の投資信託である野村マ
ネー マザーファンド受益証券への投資を通じて、新興国を含む世界の中で相対的に金利が高い複数の通貨を選定のうえ当該通貨建て
の債券等に実質的に投資し、インカムゲインの獲得と中長期的な信託財産の成長を目指して運用を行ないます。 
各受益証券への投資比率は、通常の状況においては、グローバル・カレンシー・ファンド受益証券への投資を中心としますが、各受益
証券への投資比率には特に制限は設けず、各投資対象ファンドの収益性および流動性ならびに当ファンドの資金動向等を勘案のうえ決
定することを基本とします。 

主な投資対象 

野村新世界高金利通貨投信 
グローバル・カレンシー・ファンド受益証券および野村マネー マザーファンド受益証券を主要投資対象
とします。なお、コマーシャル・ペーパー等の短期有価証券ならびに短期金融商品等に直接投資する場合
があります。 

グローバル・ 
カレンシー・ファンド 

新興国を含む世界の国の通貨建ての債券（国債、政府機関債、政府保証債、国際機関債、社債、資産担保
証券等）およびコマーシャル・ペーパー等の短期証券を主要投資対象とします。 

野村マネー マザーファンド 本邦通貨表示の短期有価証券を主要投資対象とします。 

主な投資制限 
野村新世界高金利通貨投信 

投資信託証券への投資割合には制限を設けません。 
外貨建資産への直接投資は行ないません。 

野村マネー マザーファンド 株式への投資は行ないません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、原則として利子・配当等収益等を中心に安定分配を行ないます。ただし、基準価額水準等を勘案し、安定分配相当額のほ
か、分配原資の範囲内で委託者が決定する額を付加して分配する場合があります。 
留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 
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野村新世界高金利通貨投信

○最近30期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円 

154期(2020年10月15日) 5,074 20 △0.7 0.0 － 98.2 8,819 

155期(2020年11月16日) 5,112 20 1.1 0.0 － 99.0 8,817 

156期(2020年12月15日) 5,159 20 1.3 0.0 － 98.9 8,815 

157期(2021年１月15日) 5,172 20 0.6 0.0 － 98.3 8,746 

158期(2021年２月15日) 5,233 20 1.6 0.0 － 97.9 8,744 

159期(2021年３月15日) 5,353 20 2.7 0.0 － 99.4 8,827 

160期(2021年４月15日) 5,279 20 △1.0 0.0 － 98.2 8,611 

161期(2021年５月17日) 5,394 20 2.6 0.0 － 99.3 8,712 

162期(2021年６月15日) 5,430 20 1.0 0.0 － 98.0 8,696 

163期(2021年７月15日) 5,313 20 △1.8 0.0 － 99.0 8,423 

164期(2021年８月16日) 5,310 20 0.3 0.0 － 97.4 8,362 

165期(2021年９月15日) 5,331 20 0.8 0.0 － 98.5 8,310 

166期(2021年10月15日) 5,432 20 2.3 0.0 － 97.5 8,412 

167期(2021年11月15日) 5,442 20 0.6 0.0 － 97.2 8,307 

168期(2021年12月15日) 5,300 20 △2.2 0.0 － 98.1 8,028 

169期(2022年１月17日) 5,415 20 2.5 0.0 － 99.0 8,134 

170期(2022年２月15日) 5,433 20 0.7 0.0 － 97.7 8,121 

171期(2022年３月15日) 5,484 20 1.3 0.0 － 98.5 8,148 

172期(2022年４月15日) 6,006 20 9.9 0.0 － 97.8 8,793 

173期(2022年５月16日) 5,724 20 △4.4 0.0 － 99.1 8,276 

174期(2022年６月15日) 5,991 20 5.0 0.0 － 98.6 8,569 

175期(2022年７月15日) 5,787 20 △3.1 0.0 － 99.2 8,232 

176期(2022年８月15日) 5,918 20 2.6 0.0 － 97.8 8,341 

177期(2022年９月15日) 6,216 20 5.4 0.0 － 98.1 8,656 

178期(2022年10月17日) 6,117 20 △1.3 0.0 － 98.4 8,493 

179期(2022年11月15日) 6,041 20 △0.9 0.0 － 98.3 8,342 

180期(2022年12月15日) 5,899 20 △2.0 0.0 － 98.9 8,106 

181期(2023年１月16日) 5,755 20 △2.1 0.0 － 99.4 7,878 

182期(2023年２月15日) 5,899 20 2.8 0.0 － 98.8 8,033 

183期(2023年３月15日) 5,889 20 0.2 0.0 － 98.6 7,982 
 
＊基準価額の騰落率は分配金込み。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

＊当ファンドは、原則として金利水準や為替見通し等を勘案して３ヵ月毎に投資対象国を見直します。当ファンドの値動きを表す適切な指

数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。 
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野村新世界高金利通貨投信

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率 
債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

第178期 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ 

2022年９月15日 6,216 － 0.0 － 98.1 

９月末 5,996 △3.5 0.0 － 98.3 

(期  末)      

2022年10月17日 6,137 △1.3 0.0 － 98.4 

第179期 

(期  首)      

2022年10月17日 6,117 － 0.0 － 98.4 

10月末 6,117 0.0 0.0 － 98.8 

(期  末)      

2022年11月15日 6,061 △0.9 0.0 － 98.3 

第180期 

(期  首)      

2022年11月15日 6,041 － 0.0 － 98.3 

11月末 5,951 △1.5 0.0 － 98.6 

(期  末)      

2022年12月15日 5,919 △2.0 0.0 － 98.9 

第181期 

(期  首)      

2022年12月15日 5,899 － 0.0 － 98.9 

12月末 5,857 △0.7 0.0 － 99.2 

(期  末)      

2023年１月16日 5,775 △2.1 0.0 － 99.4 

第182期 

(期  首)      

2023年１月16日 5,755 － 0.0 － 99.4 

１月末 5,854 1.7 0.0 － 99.0 

(期  末)      

2023年２月15日 5,919 2.8 0.0 － 98.8 

第183期 

(期  首)      

2023年２月15日 5,899 － 0.0 － 98.8 

２月末 6,043 2.4 0.0 － 99.0 

(期  末)      

2023年３月15日 5,909 0.2 0.0 － 98.6 
 
＊期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
          

 

  



品 名：90001_180034_183_03_野村新世界高金利通貨投信_958942.docx 

日 時：2023/4/13 15:56:00 

ページ：3 

 

－ 3 － 

野村新世界高金利通貨投信

◎運用経過 

○作成期間中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2022年９月15日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

当作成期首の基準価額は6,216円、当作成期末は5,889円となりました。 

 

・投資通貨の円に対する為替変動 

・保有する債券等からの利息収入 
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野村新世界高金利通貨投信

○投資環境 

・為替レート 

当作成期首は、日銀が24年ぶりとなる円買い・米ドル売りの為替介入を実施したことに加え、

欧米の各国中央銀行が進める金融引き締めで、世界的な景気悪化が避けられないとの懸念が強

まり、高金利通貨は下落しました。その後は、英国で市場の大混乱を招いた大型減税計画が撤

回され、新首相に元財務相が就任したことなどを好感して上昇基調となりました。しかし、

2022年11月には、ポーランドにミサイルが着弾したことで、地政学的リスクが意識されたこと

や、ゼロコロナ政策に対する抗議活動が中国各地に広がったことで、リスク回避の動きが強ま

り、高金利通貨は下落基調に転じました。その後も、FRB（米連邦準備制度理事会）の利上げ

ペースが減速するとの見方が優勢になると、円高・米ドル安の流れとなり、高金利通貨の下落

基調は続きました。日銀がイールドカーブ・コントロール（長短金利操作）下での10年物国債

金利の許容変動幅の拡大を決めると、急激に円高・米ドル安が進み、高金利通貨は急落しまし

た。その後、12月のFOMC（米連邦公開市場委員会）議事要旨で、全ての参加者が利上げの減

速で一致したことが示されると、今度は、リスク回避の動きが弱まったことで高金利通貨は上

昇基調となりました。日銀総裁が現在の緩和的な金融政策を継続すると発言したことや、ユー

ロ圏の経済指標が予想外に改善したことから上昇基調はその後も続きました。2023年２月に

は、米国で労働市場の関連指標や小売売上高などの経済指標の改善が続くと、一転して、FRB

が根強いインフレに対応するため政策金利を長期にわたり高水準に維持するとの観測が強ま

り、米長期金利の上昇に伴って米ドル高となったことなどを背景に、高金利通貨は上昇を続け

ました。しかし、３月に入り、米国で大手地方銀行が破綻すると、金融システムへの不安から

リスク回避の動きが急速に強まったことや、FRBが追加利上げに慎重になるとの見方から円が

買われたため、高金利通貨は急落して当作成期末を迎えました。 

 

当作成期間中、当作成期首と当作成期末時点で投資していた通貨の中では、中央銀行が米国

を上回る幅の積極的な金融引き締めを行なったメキシコ・ペソの下落率が相対的に小さくなり

ました。一方、インフレの高進に加え、対外不均衡などファンダメンタルズ（基礎的諸条件）

の弱さが嫌気されたコロンビア・ペソの下落率が相対的に大きくなりました。 

 

・債券利回り 

当作成期間中、根強いインフレを抑制するため、また、新興国通貨においては自国通貨の安

定を図るため、当作成期首と当作成期末時点で投資していた国ではブラジルを除いて複数回の

政策金利の引き上げがありました。ブラジルは当作成期間において、４会合連続で政策金利を

据え置いています。 
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野村新世界高金利通貨投信

○当ファンドのポートフォリオ 

［野村新世界高金利通貨投信］ 

［野村新世界高金利通貨投信］は、［グローバル・カレンシー・ファンド※］および［野村マ

ネー マザーファンド］の受益証券を主要投資対象とし、投資の中心とする［グローバル・カ

レンシー・ファンド］の受益証券を概ね高位に組入れました。 
※2023年３月６日に、「NN（C）グローバル・カレンシー・ファンド」から「グローバル・カレンシー・ファンド」に名称変更しています。 

 

［グローバル・カレンシー・ファンド］ 

組み入れ通貨について 

当作成期間においても、引き続き、投資対象10ヵ国の通貨に原則として均等投資を行ないま

した。投資対象通貨の定期的な見直しのうち、2022年10月は、投資対象10通貨からハンガリー・

フォリントとノルウェー・クローネを除外してチェコ・コルナと米ドルを組み入れました。

2023年１月は、ポーランド・ズロチとチリ・ペソを除外して、ハンガリー・フォリントとイン

ドネシア・ルピアを組み入れました。 

 

組み入れ債券の資産配分について 

現地通貨建てのソブリン債や、市場規模・流動性等を考慮した上で、選定した通貨建ての債

券の代替として、米ドル建ての債券を組み入れ、為替予約取引などを活用し、ファンドの利回

り向上に努めました。 

組入比率については、投資対象通貨の組入比率を高位に維持しました。 

デュレーション（金利感応度）※は、利回り変化による債券価格変動の影響を少なくするた

め、概ね１年以内を維持しました。 
※デュレーション：金利がある一定の割合で変動した場合、債券・資産の価格がどの程度変化するかを示す指標です。この値が大きいほど金

利変動に対する債券・資産価格の変動率が大きくなり、またこの値が小さいほど金利変動に対する債券・資産価格の変動率が小さくなり

ます。 

 

組み入れ債券の信用格付け配分について 

市場規模や流動性等を考慮の上、選定した通貨建ての債券等の代替として、米ドル建ての債

券や短期有価証券等を為替予約取引などと合わせて活用しており、組み入れた債券の格付けの

平均はAAA～AA格でした。 

 

ポートフォリオの利回り水準について 

ポートフォリオの利回り水準は、各国で政策金利の引き上げが相次いだことから、当作成期

首から当作成期末までを通して、概ね７％台後半から９％の間で推移しました。 

 

［野村マネー マザーファンド］ 

残存１年以内の公社債等の短期有価証券への投資を行ない、あわせてコール・ローン等で運

用を行なうことで流動性の確保を図りました。   
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野村新世界高金利通貨投信

○当ファンドのベンチマークとの差異 

当ファンドは、原則として金利水準や為替見通し等を勘案して３ヵ月毎に投資対象国を見直し

ます。当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。 

グラフは、作成期間中の当ファンドの期別基準価額騰落率です。 
 

 
 

 

◎分配金 

収益分配金については、各期毎の利子・配当収入や基準価額水準等を勘案し、信託報酬など

の諸経費を差し引いた額をベースに決定しました。留保益の運用については、特に制限を設け

ず、元本部分と同一の運用を行ないます。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第178期 第179期 第180期 第181期 第182期 第183期 

2022年９月16日～ 
2022年10月17日 

2022年10月18日～ 
2022年11月15日 

2022年11月16日～ 
2022年12月15日 

2022年12月16日～ 
2023年１月16日 

2023年１月17日～ 
2023年２月15日 

2023年２月16日～ 
2023年３月15日 

当期分配金 20  20  20  20  20  20  

(対基準価額比率) 0.326％ 0.330％ 0.338％ 0.346％ 0.338％ 0.338％ 

 当期の収益 13  13  13  13  17  13  

 当期の収益以外 6  6  6  6  2  6  

翌期繰越分配対象額 314  308  301  295  293  287   
（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。   
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◎今後の運用方針 

［野村新世界高金利通貨投信］ 

ファンドの商品性に従い、［グローバル・カレンシー・ファンド］受益証券への投資比率を

引き続き、高位に維持する方針です。 

 

［グローバル・カレンシー・ファンド］ 

新興国を含む世界の中で相対的に金利が高い通貨の中から、為替見通しを勘案して複数の通

貨を選定し、当該通貨建ての債券等の円ベースでのリターンの追求を図り、インカムゲインの

獲得と中長期的な信託財産の成長を目指し運用を行ないます。当面の投資環境および投資戦略

については、以下のような見通しを持っております。 

 

・投資環境 

金融市場では、ウクライナ情勢、実体経済活動データ、インフレに対する各国中央銀行の政

策対応に左右される展開が続くと予想されます。米国では、根強いインフレを抑制するため、

FRBによる金融引き締めが長期化するとの見方が強まっていましたが大手地方銀行の破綻を

きっかけに、金融システムへの不安から追加利上げに慎重になるとの見方が急浮上するなど、

金融政策の先行きが見通しにくい状況となっています。 

この様な市場環境の下ではあるものの、高金利通貨に対しては、利回りと通貨の安定性のバ

ランスを重視した中立的なスタンスをとる方針です。新興国通貨への資金流入が回復傾向にあ

り、バリュエーション（投資価値評価）をポジティブに見ています。また、インフレ率が依然

として高く、実質利回りを低下させているものの、新興国通貨のファンダメンタルズは、中央

銀行の金融引き締めサイクルにより、下支えされていると見ています。 

一方、ウクライナ情勢をはじめとした地政学的リスク、インフレ動向、金融政策などをリス

ク要因として考え、注視しています。 

 

・投資戦略 

新興国を含む世界の中で相対的に金利水準が高く、為替見通しが良好な10通貨を選定して投

資し、ポートフォリオのデュレーションは原則として０～２年程度を維持します。通貨別の配

分については原則として等分とすることを基本とします。また、市場規模や流動性等を考慮の

上、選定した通貨建ての債券等の代替として為替予約取引なども活用します。 

当ファンドは、引き続き、各対象通貨のファンダメンタルズの変化が市場に与える影響など

を十分に注視し、運用を行なう方針です。 
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［野村マネー マザーファンド］ 

残存１年以内の公社債やコマーシャル・ペーパー等の短期有価証券への投資を行ない、あわ

せてコール・ローン等で運用を行なうことで流動性の確保を図って運用いたします。 

 

日本銀行によるマイナス金利政策のもと、主要な投資対象となる公社債の利回りや余資運用

の際のコール・ローンの金利もマイナスとなる中、マイナス利回りの資産への投資等を通じて、

基準価額が下落することが想定されますのでご留意ください。 

 

引き続きご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

 
※店頭デリバティブ取引に関する国際的な規制強化について 

店頭デリバティブ取引等の金融取引に関して、国際的に規制の強化が行なわれており、ファンドが実質的に活用する当該金融取引が当該

規制強化等の影響をうけ、当該金融取引を行なうための担保として現金等を提供する必要がある場合があります。その場合、追加的に現

金等を保有するため、ファンドの実質的な主要投資対象の組入比率が下がり、高位に組入れた場合に期待される投資効果が得られないこ

とが想定されます。また、その結果として、実質的な主要投資対象を高位に組入れた場合と比べてファンドのパフォーマンスが悪化する

場合があります。 
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○１万口当たりの費用明細 (2022年９月16日～2023年３月15日) 

項 目 
第178期～第183期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 27  0.453  (a)信託報酬＝作成期間の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (11)  (0.191)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） (15)  (0.245)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） ( 1)  (0.016)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） そ の 他 費 用 0   0.001   (b)その他費用＝作成期間のその他費用÷作成期間の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.001)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 27   0.454    

作成期間の平均基準価額は、5,969円です。  

 
＊作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊その他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

＊各項目の費用は、このファンドが組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）が支払った費用を含みません。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
          

 

  



品 名：90001_180034_183_03_野村新世界高金利通貨投信_958942.docx 

日 時：2023/4/13 15:56:00 

ページ：10 

 

－ 10 － 

野村新世界高金利通貨投信

（参考情報） 

◯経費率（投資先ファンドの運用管理費用以外の費用を除く。） 

当作成期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び

有価証券取引税を除く。）を作成期中の平均受益権口数に作成期中の平均基準価額（１口当たり）

を乗じた数で除した経費率（年率）は1.06％です。 
 

  

  
（注）当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。 

（注）各比率は、年率換算した値です。 

（注）投資先ファンドとは、当ファンドが組入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）です。 

（注）当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。 

（注）当ファンドの費用と投資先ファンドの費用は、計上された期間が異なる場合があります。 

（注）投資先ファンドには運用管理費用以外の費用がある場合がありますが、上記には含まれておりません。 

（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2022年９月16日～2023年３月15日) 

 

 

銘 柄 
第178期～第183期 

買 付 売 付 
口 数 金 額 口 数 金 額 

国 
内 

 口 千円 口 千円  
グローバル・カレンシー・ファンド※ － － 338,987,126 220,000  

 
＊金額は受け渡し代金。 

＊金額の単位未満は切り捨て。 

※旧「NN（C）グローバル・カレンシー・ファンド」。2023年３月６日よりファンド名を変更。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2022年９月16日～2023年３月15日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2023年３月15日現在) 

 

銘 柄 
第177期末 第183期末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 口 口 千円 ％ 

グローバル・カレンシー・ファンド 12,594,352,753 12,255,365,627 7,867,944 98.6 

合 計 12,594,352,753 12,255,365,627 7,867,944 98.6 
 
＊比率は、純資産総額に対する評価額の比率。 

＊評価額の単位未満は切り捨て。 
        

 

 

銘 柄 
第177期末 第183期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

野村マネー マザーファンド 982 982 1,001 
 
＊口数・評価額の単位未満は切り捨て。 

 

  

投資信託証券 

親投資信託残高 
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○投資信託財産の構成 (2023年３月15日現在) 

項 目 
第183期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 7,867,944 98.1 

野村マネー マザーファンド 1,001 0.0 

コール・ローン等、その他 148,658 1.9 

投資信託財産総額 8,017,603 100.0 
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第178期末 第179期末 第180期末 第181期末 第182期末 第183期末 

2022年10月17日現在 2022年11月15日現在 2022年12月15日現在 2023年１月16日現在 2023年２月15日現在 2023年３月15日現在 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 資産 8,531,150,011   8,376,781,143   8,141,363,348   7,919,163,123   8,068,657,768   8,017,603,101   

 コール・ローン等 170,016,591   171,161,042   123,320,249   89,947,538   134,230,308   148,656,404   

 投資信託受益証券(評価額) 8,360,131,357   8,204,618,038   8,017,041,036   7,828,213,522   7,933,425,495   7,867,944,732   

 野村マネー マザーファンド(評価額) 1,002,063   1,002,063   1,002,063   1,002,063   1,001,965   1,001,965   

(B) 負債 37,266,507   34,478,289   35,242,886   40,221,829   35,129,841   35,267,853   

 未払収益分配金 27,771,221   27,616,865   27,482,286   27,380,648   27,235,083   27,110,291   

 未払解約金 2,717,798   663,280   1,586,100   6,435,098   1,932,227   2,415,623   

 未払信託報酬 6,760,988   6,182,998   6,159,483   6,390,617   5,948,133   5,728,029   

 未払利息 219   258   183   77   77   115   

 その他未払費用 16,281   14,888   14,834   15,389   14,321   13,795   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 8,493,883,504   8,342,302,854   8,106,120,462   7,878,941,294   8,033,527,927   7,982,335,248   

 元本 13,885,610,693   13,808,432,828   13,741,143,319   13,690,324,289   13,617,541,668   13,555,145,976   

 次期繰越損益金 △ 5,391,727,189   △ 5,466,129,974   △ 5,635,022,857   △ 5,811,382,995   △ 5,584,013,741   △ 5,572,810,728   

(D) 受益権総口数 13,885,610,693口 13,808,432,828口 13,741,143,319口 13,690,324,289口 13,617,541,668口 13,555,145,976口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 6,117円 6,041円 5,899円 5,755円 5,899円 5,889円 
 

（注）第178期首元本額は13,926,754,166円、第178～183期中追加設定元本額は52,409,548円、第178～183期中一部解約元本額は424,017,738円、

１口当たり純資産額は、第178期0.6117円、第179期0.6041円、第180期0.5899円、第181期0.5755円、第182期0.5899円、第183期0.5889円

です。 

（注）投資信託財産の運用の指図に係わる権限の全部又は一部を委託する為に要する費用、支払金額8,138,762円。 
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○損益の状況 

項 目 
第178期 第179期 第180期 第181期 第182期 第183期 

2022年９月16日～ 
2022年10月17日 

2022年10月18日～ 
2022年11月15日 

2022年11月16日～ 
2022年12月15日 

2022年12月16日～ 
2023年１月16日 

2023年１月17日～ 
2023年２月15日 

2023年２月16日～ 
2023年３月15日 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 配当等収益 25,156,813   25,160,414   24,949,885   24,986,110   24,803,942   24,649,414   

 受取配当金 25,163,487   25,164,787   24,956,233   24,988,929   24,805,348   24,650,592   

 支払利息 △        6,674   △        4,373   △        6,348   △        2,819   △        1,406   △        1,178   

(B) 有価証券売買損益 △  127,320,395   △   95,778,751   △  186,878,779   △  188,426,736   204,811,667   △    6,215,567   

 売買益 1,134,367   781,262   694,497   427,272   205,769,760   1,872,038   

 売買損 △  128,454,762   △   96,560,013   △  187,573,276   △  188,854,008   △      958,093   △    8,087,605   

(C) 信託報酬等 △    6,777,269   △    6,197,886   △    6,174,317   △    6,406,006   △    5,962,454   △    5,741,824   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △  108,940,851   △   76,816,223   △  168,103,211   △  169,846,632   223,653,155   12,692,023   

(E) 前期繰越損益金 △4,915,428,413   △5,022,119,186   △5,099,471,324   △5,272,148,153   △5,437,650,071   △5,215,056,297   

(F) 追加信託差損益金 △  339,586,704   △  339,577,700   △  339,966,036   △  342,007,562   △  342,781,742   △  343,336,163   

 (配当等相当額) (    175,027,680)  (    174,152,159)  (    173,403,703)  (    172,912,320)  (    172,103,279)  (    171,406,981)  

 (売買損益相当額) (△  514,614,384)  (△  513,729,859)  (△  513,369,739)  (△  514,919,882)  (△  514,885,021)  (△  514,743,144)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △5,363,955,968   △5,438,513,109   △5,607,540,571   △5,784,002,347   △5,556,778,658   △5,545,700,437   

(H) 収益分配金 △   27,771,221   △   27,616,865   △   27,482,286   △   27,380,648   △   27,235,083   △   27,110,291   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △5,391,727,189   △5,466,129,974   △5,635,022,857   △5,811,382,995   △5,584,013,741   △5,572,810,728   

 追加信託差損益金 △  339,586,704   △  339,577,700   △  339,966,036   △  342,007,562   △  342,781,742   △  343,336,163   

 (配当等相当額) (    175,027,680)  (    174,152,159)  (    173,403,703)  (    172,912,320)  (    172,103,279)  (    171,406,981)  

 (売買損益相当額) (△  514,614,384)  (△  513,729,859)  (△  513,369,739)  (△  514,919,882)  (△  514,885,021)  (△  514,743,144)  

 分配準備積立金 261,700,230   251,557,002   241,581,845   231,783,521   227,413,374   218,111,306   

 繰越損益金 △5,313,840,715   △5,378,109,276   △5,536,638,666   △5,701,158,954   △5,468,645,373   △5,447,585,871   
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

＊損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

 

（注）分配金の計算過程（2022年９月16日～2023年３月15日）は以下の通りです。 

項 目 
第178期 第179期 第180期 第181期 第182期 第183期 

2022年９月16日～ 
2022年10月17日 

2022年10月18日～ 
2022年11月15日 

2022年11月16日～ 
2022年12月15日 

2022年12月16日～ 
2023年１月16日 

2023年１月17日～ 
2023年２月15日 

2023年２月16日～ 
2023年３月15日 

a. 配当等収益(経費控除後) 18,379,837円 18,963,080円 18,775,802円 18,580,228円 24,160,104円 18,907,702円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 0円 0円 0円 0円 0円 0円 

c. 信託約款に定める収益調整金 175,027,680円 174,152,159円 173,403,703円 172,912,320円 172,103,279円 171,406,981円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 271,091,614円 260,210,787円 250,288,329円 240,583,941円 230,488,353円 226,313,895円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 464,499,131円 453,326,026円 442,467,834円 432,076,489円 426,751,736円 416,628,578円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 334円 328円 321円 315円 313円 307円 

g. 分配金 27,771,221円 27,616,865円 27,482,286円 27,380,648円 27,235,083円 27,110,291円 

h. 分配金(１万口当たり) 20円 20円 20円 20円 20円 20円 
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野村新世界高金利通貨投信

○分配金のお知らせ  

 第178期 第179期 第180期 第181期 第182期 第183期 

１万口当たり分配金（税込み） 20円 20円 20円 20円 20円 20円 
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合、分配金は全額普通分配金となります。 

※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回

る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 

 

○お知らせ 

主要投資対象の一つである円建の外国投資信託のファンド名を以下のようにする所要の約

款変更を行ないました。 

（旧「NN（C）グローバル・カレンシー・ファンド」⇒新「グローバル・カレンシー・ファンド」） 

 ＜変更適用日：2023年３月６日＞ 
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355,613,019 271,852,154 

 68,652,420 
 6,358,967 

8,745,492,707 8,865,642,831 
299,235,441 91,162,925 

9,400,341,167 9,303,669,297 
  
  

29,051,771 32,120,848 
10,000,000  

6,431,217 3,388,991 
265,059,278 78,031,040 

1,452,520 80,457,549 
311,994,786 193,998,428 

  
9,088,346,381 9,109,670,869 

14,509,918,837  16,060,424,045  
0.6264 0.5672 

 
 

－ 16 －

添付ファンド_9pt_958942.indd   16添付ファンド_9pt_958942.indd   16 2023/04/13   12:46:582023/04/13   12:46:58



 

  
12,868,954 67,410,226 
12,868,954 67,410,226 

  
  

12,313,074 13,889,365 
3,005,506 4,117,471 
6,346,528 4,645,362 

21,665,108 22,652,198 
  

8,796,154 44,758,028 
  

  

780,031,222 330,709,720 
458,988,884 1,644,167,292 

2,351,046 5,166,276 

  
1,232,574,998 1,363,381,876 
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8,796,154 44,758,028 

1,241,371,152 1,318,623,848 

1,232,574,998 1,363,381,876 
  
  

10,000,000  
900,000,000 1,060,000,000 
363,899,486 412,003,960 

1,253,899,486 1,472,003,960 
  

21,324,488 108,622,084 
9,109,670,869 9,218,292,953 
9,088,346,381 9,109,670,869 

 

    
TREASURY BILL 0 04/21/2022 13,100,000 1,594,725,119 17.55 
TREASURY BILL 0 05/19/2022 10,610,000 1,291,275,144 14.21 
TREASURY BILL 0 06/16/2022 10,610,000 1,290,568,843 14.20 
TREASURY BILL 0 07/14/2022 10,610,000 1,289,417,736 14.19 
TREASURY BILL 0 08/11/2022 9,010,000 1,093,566,110 12.03 
TREASURY BILL 0 09/08/2022 9,020,000 1,093,715,565 12.03 
TREASURY BILL 0 10/06/2022 9,020,000 1,092,224,190 12.02 

    
  8,745,492,707 96.23  
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8,879,236,188 97.70  
969,662,823 10.67  
939,627,908 10.34  
922,961,650 10.16  
921,830,481 10.14  
911,612,859 10.03  
911,005,631 10.02  
902,552,910 9.93  
895,852,687 9.86  
889,117,613 9.78  
885,794,547 9.75  
27,000,000 0.30  

－ 19 －

添付ファンド_9pt_958942.indd   19添付ファンド_9pt_958942.indd   19 2023/04/13   12:46:582023/04/13   12:46:58



添付ファンド_9pt_958942.indd   20添付ファンド_9pt_958942.indd   20 2023/04/13   12:46:582023/04/13   12:46:58



－ 21 －

添付ファンド_9pt_958942.indd   21添付ファンド_9pt_958942.indd   21 2023/04/13   12:46:582023/04/13   12:46:58



－ 22 －

添付ファンド_9pt_958942.indd   22添付ファンド_9pt_958942.indd   22 2023/04/13   12:46:592023/04/13   12:46:59



－ 23 －

添付ファンド_9pt_958942.indd   23添付ファンド_9pt_958942.indd   23 2023/04/13   12:46:592023/04/13   12:46:59



－ 24 －

添付ファンド_9pt_958942.indd   24添付ファンド_9pt_958942.indd   24 2023/04/13   12:46:592023/04/13   12:46:59



－ 25 －

添付ファンド_9pt_958942.indd   25添付ファンド_9pt_958942.indd   25 2023/04/13   12:46:592023/04/13   12:46:59



－ 26 －

添付ファンド_9pt_958942.indd   26添付ファンド_9pt_958942.indd   26 2023/04/13   12:46:592023/04/13   12:46:59



－ 27 －

添付ファンド_9pt_958942.indd   27添付ファンド_9pt_958942.indd   27 2023/04/13   12:46:592023/04/13   12:46:59



－ 28 －

添付ファンド_9pt_958942.indd   28添付ファンド_9pt_958942.indd   28 2023/04/13   12:47:002023/04/13   12:47:00



－ 29 －

添付ファンド_9pt_958942.indd   29添付ファンド_9pt_958942.indd   29 2023/04/13   12:47:002023/04/13   12:47:00


